
全ての者が  

一つと成る為に 
 

みんな仲間 

生涯の友となろう！ 

 私がプリンスワイズメン

ズクラブの会長をさせて

頂いたのは、もう大分以

前なので正確な事は記憶出来ていませんの

で、間違いがあるかもしれませんがその時は

お許しください。会が認証され独立して動き

始めるまでは、広井さんなど発起人とも言え

る人々と共に大変忙しい毎日でした。広井初

代会長の下では副会長をさせて頂きました。

その時のサポート役を見込まれたのか二代

目の会長として選ばれ活動しました。 

 メンバーの気持ちも熱、くワイズとしての活

動も順調に、こなすことが出来たように思い

ます。どこの団体も同じだと思いますが、会

長選び、そのサポート役の役員をお願いする

のは大変なのですが、その頃のプリンスクラ

ブは依頼されれば断らないという雰囲気があ

り、その点では大変ありがたかったです。な

ぜそのような、まとまりあるクラブだったかな

あと考えるに、以前所属していたクラブから、

無理を言って新しいクラブつくりを許していた

だいたわけで、「その期待を裏切りたくない、

自分としても恥ずかしいことは出来ない」、と

いう思いがあったのではないかと思います。 

当時各委員長のご自宅で委員会を開き、メン

バーのご家族とも普段のお付き合いをさせて

いただくことが出来ました。その事がよりいっ

そう、楽しいクラブ生活を送れたように思いま

す。 

 会長当時、毎日のように書類が届き、その

返信を忘れてしまいそうなので、出来るかぎ

り早めに返信をしていたところ、当時の日本

区理事より日本区大会で特別に個人表彰を

いただきました。普通にすべきことをしただけ

なのに、表彰を受けるとは、世の中のことを少

し知ったような気持ちでした。 

 三代目渡辺会長の時だったと思いますが、

その頃の京滋部より数年後の部長を推薦して

欲しいとの依頼があり、渡辺会長と執行部か

ら私に依頼がありました。私としては初代会

長より経験豊かな方がいらしたのでその方を

押していたのですが、役を依頼されたときは

断らないと言うことなので、今後の前例となら

ないようお受けすることにしました。次期部長

から直前部長まで三年間、全力で勤めさせて

頂きました。プリンスクラブの名を汚さぬよう

にとの思いだけで、強いリーダーシップを発揮

しない部長だったと思います。個別のクラブは

各自いろいろに事情や内容が異なるという考

えから、さらに多くの事業を打ち出し負担を増

やしたくないと言う思いもありました。部会は

プリンスクラブのホストで盛大に開いて頂きま

した。京都と滋賀にこれだけのワイズメンがい

るということを、近くにこれだけ自然と握手の

出来る仲間が、年齢職業にかかわりなくあ

る、と言うことを感じていただく部会を目指して

いただいたように思います。そのとき、私を支

えて頂いた三役、京滋部の当時の会長さん、

プリンスのメンバーの方に、ここに改めて感謝

申し上げます。 

 プリンスクラブを辞させていただいてから、も

う十五年も経つのでしょうか。十周年の記念

会も、はるか昔になってしまったのですね。

ジャガイモを持ってきてくださったり、ゴルフに

誘っていただいたり、時折ですが、皆さんの活

躍をお聞きしておりましたが、今後とも楽しく

活躍されることをお祈り申し上げます。 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 
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Audere est Facere － To dare is to do  とにかくやろう － 成せば成る 

To dare is to do  とにかくやろう － 成せば成る 

ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献  理想を目指して変革と行動！ 

志を共有し、小さな一歩大きな前進 ～思いやりと感謝の気持ちで粘り強く～ 

メンと共に歩める喜び 

聖 

句 

『 黎明期プリンスクラブの思い出 』 

第八代京滋部長 早崎  融 

会長主題 

１０月 例会案内 

５日(水) 通常例会 
京都部部長公式訪問で

す。西日本区と京都部の

活動委方針をお聞きして、

ワイズとしてより充実した活

動をしましょう。 

 

１９日(水) 合同例会 
グローバル、ウエルクラブと

の恒例の３クラブ合同例会

です。今期は我がクラブが

ホストします。メインゲスト

は、我々にマジックを披露

し、またマジックを教えてい

ただけるそうです。楽しみに

ご参加下さい。 

例会出席 

９月第一例会    ６名 

９月第二例会    ９名 

在籍者数     １４名 

広義会員数     ２名 

出席率     ９１.６％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金        0円 

累 計        0円 

           0円 

 

 

累 計     82.650円 

９月第一例会    0円 

９月第二例会  5,000円 

累 計     7,000円 

Brotherhood Fund 

自分を低くして、この子供のようになる人が、天の国でいちばん偉いのだ。 

わたしの名のためにこのような一人の子供を受け入れる者は、わたしを受け入れるのである。 

マタイによる福音書18章4～5節 



小野敏明 

 去る9月11日(日)に京都部部会が福知山三段池公園において開催された。今年の部会

は前例のない【全員参加型の大運動会形式】。確かに、市内のホテルで開かれる厳

かな部会もイイ。しかし、何年かに一回はこの様な全員参加型のイベントも面白

い。普段からは想像できないメンバーの横顔が垣間見れる。また、残暑というには

酷な暑さの中、体育館での開催であった事にも感謝。 

参加型の部会とあって家族全員で参加。競技内容は【ユニカール（今回初めて

知ったスポーツ）】【卓球】【バスケットフリースロー】【玉入れ】【紙飛行機飛

ばし】【複合リレー】【応援合戦】の7種目。競技内容は、メンバーの平均年齢を熟

慮された内容となっていて、20代や30代には少し不満(?)の残る内容か。 

参加させて頂いた競技は【ユニカール】【玉入れ】【飛行機飛ばし】【複合リ

レー】【応援合戦（全員）】の5種目。【ユニカール】はいい所なく初戦敗退、【玉

入れ】はドサクサ紛れに家族全員で参加したが、力及ばず初戦敗退。【複合リ

レー】では一時は決勝進出も可能な位置でレースを進めたが結局、初戦敗

退・・・。しかし、以外な競技【紙飛行機飛ばし】では準優勝。その場しのぎで作

成した飛行機が、作者の意思に反してよく飛行してくれた。初戦敗退が続く中、な

んとか子供の前で親の面目を保つ事に成功。メンバー全員参加で挑んだ【応援合

戦】では敢闘賞を頂く。審査員の皆様のお心遣いに感謝。 

参加する事に楽しみがある。そんな今回の京都部会。300名を超えるワイズメンの

参加もあり、大いに楽しみ盛り上がった部会であったと思う。クラブの域を超えた

交流や、スポーツ独特の爽やかな達成感の共有など【部】や【クラブ間】また【ク

ラブ内】の親睦という意 味ではとてもあたたかな部会。企画及び運営に携わ

れた関係者の皆様 お疲れさまでした。また、このような例会をあり

がとう。 

10月８日～10日の丹波篠山味まつりで黒枝豆が解禁。美味しい枝豆を求めて出かけなくっちゃ

2011.9.11 第一例会  京都部部会 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

小田直美 
 9月11日日曜日、福知山三段池公園 総合体育館で、第16回京都部部会が行われまし

た。今回の京都部部会テーマは「あなたに感謝」です。 

 予定より少し遅れて第一部式典が開催され、各参加クラブの会長がバナーを手に元気に

入場されました。開会宣言・点鐘あと、歌手の方が登場されワイズソングを、綺麗な歌声で歌

われました。 

 第二部は運動会、各競技のスタートです。競技種目はユニカール、卓球、バスケット、玉入

れ、紙飛行機飛ばし、複合リレー、応援合戦です。学生時代の体育祭を思い出しながら懐か

しい気持ちで、バスケットのフリースローとユニカールと応援合戦に参加しました。バスケット

のフリースローは、練習でゴールにも届かず、自分自身驚きながらの本番。順番に２回入れ

るだけなのですが、一度も入らず・・終わりました。皆さんも、練習では入っていたのに、なか

なか入らなかったと言っておられました。ユニカールは他クラブの皆さんの温かい応援を受

けて、なんとか１回戦は勝利しましたが、2回戦で負けてしまい、自分のプレッシャーの弱さに

改めて気づかされました。 応援合戦は練習時間がほとんどなく・・ご迷惑をお掛けしたことと

思います。 

 参加された皆さんお疲れ様でした。次回、開催されるまでに体力をつけて、今度はお力に

なれるように頑張りたいと思います。 



日暮れが随分と早くなりましたね。お月見が終わったこの時期、東の空では木星が、一番星として輝い

ています。日が暮れたら東の空を見上げて下さい。 

2011.9.21 
ブリテン担当者 第二例会  キャンプリーダーを迎えて 

 ９月第二例会は、久々に２人のメンバー候補者をお迎えしての例会で、今シーズンのサバ

エキャンプ場でのプログラムを終えた２人のキャンプリーダーを招き、ＹＭＣＡ野外キャンプ

リーダーの魅力について話を聞きしました。 

 まずは女子のリーダーから、子供の頃に何度かＹＭＣAのキャンプに参加し、それ以来

キャンプリーダーに憧れていて、リーダーになりました。リーダーをやる事で自分が周りから

教えられ自分が成長するのだと思っていたのですが、自分が教えられたのはキャンプに参

加した子供達からでしたとの話。そしてもう一人は男子のリーダー、今年の青い空と白い雲

のキャンプが、如何に自分にとって大切な経験であり、

そして逆に病気を持つ子供達から多くの元気が貰えた

との話でした。２人のキャンプリーダーの話を聞

く事で、ＹＭＣA野外キャンプリーダー

の魅力は、キャンプに参加した

子供達から元気をもらって教えら

れる事だと知りました。 

 本日お見えになった２人のメン

バー候補の方にも、ＹＭＣＡキャンプ

の良さが伝わると良いなぁと思った例

会でした。 

 ９月１８日(日) “マイマイキャンプ in かつらがわ”の二日目のプログラムに参加するため

に大津市立葛川少年自然の家に向かいました。前日の大雨の後なので、抜けるような秋晴

れを期待していましたが残念ながら天気は曇天。そんな中、前日に三村ワイズから受け取っ

た冷やしぜんざいを、車のカーゴルームに積み込出発です。市内より約１時間ほどですが、

自然に囲まれた中の立派な施設に少しビックリ。朝のミーティングの後、本日のメインイベン

トの武奈ヶ岳登頂に出発です。今回の参加者は聴覚障がい児、男女合わせて約１５名。マ

イマイのスタッフ、リ－ダ－、プリンスチ－ム合わせて３０名ほどのパーティです。朝９時に登

頂開始、曇り空に小雨交じりの中、何度も休憩を取りながら役３時間半程で御殿山手前の小

さなピークに到着。そこで少し遅い昼食をとった後、本来武奈山頂を目指すはずでしたが、

天候の悪化と子供達の体力を考慮して、御殿山登頂後引き返すことに決定。元来たルート

を３時間ほどかけて午後４時半ごろにキャンプ場に帰りました。疲れた体に、プリンスクラブ

提供の“三村ワイズ特製冷やしぜんざい”をいただきひと心地。蜂に追われたり、ヒルに噛ま

れたり、転んだり、滑ったりの登山でしたが、現代っ子がなかなか日常では味わうことの出来

ない貴重な経験が出来たうえに、御殿山（１０９７ｍ）のピークにみんなで立つことが出来て、

とっても有意義なプログラムだと思いました。夕食後は、キャンプには欠かせない"キャンプ

ファイヤー“です。みんなで火を囲みながら、ゲームやスタンツを行いましたが、そんな中、

子供達のとっても生き生きした表情と輝いた瞳がとても印象に残りました。僕達は、別段、手

話が出来るわけでもなく、聴覚障がい児に対する専門的な知識もありませんが、彼らと時間

を共有し、出来る範囲の少しのお手伝いをすることがこのＣＳ事業の大切さと、楽しさだと思

いました。彼らを支援していると言うよりも、逆に彼らから楽しい時間を与えられているような

気がしました。直前期森会長の時に決定したプリンスクラブの新ＣＳ事業ですが、とっても素

晴らしいと思います。みんなで少しずつ育てていきましょう。今回のプリンスチームの参加者

はプリンスクラブより岡西、荒木、三村、森、三木、ウェルクラブより中村、堤の７名でしたが、

次回は少しでも多くのメンバーが参加し、素晴らしい時間が共有出来ればいいなと思いまし

た。 

 朝夕涼しくなり、街路樹も少し

ずつ紅葉が始まり秋の気配を

感じる季節になりました。 １日

西中国部の部会がありました。

その時先日の一日体験陶芸教

室で制作した作品が出来上

がったので、皆さんにお渡しし

ました。皆さん自分の作品に感

動し大満足でした。早速家で

使って下さるでしょう。参加出

来なかった方は、とても羨まし

そうでした。これからも人集めの

行事をしばらくはしていきたい

と、会長も考えています。 

 酒まつりでお会いするのを楽

しみにしています。 

 ９月はお散歩例会の月です。

足を延ばして郊外散策をとも

考えましたが、準備不足もあ

り、今回も都内散歩でお茶を濁

しました。そろそろマンネリにな

り、中身の薄い例会になって来

ているので、次回（１２月）はじっ

くりと準備をして、忘年会を兼

ねた歳末の散歩を楽しみたい

と思っています。いつの日にか

一泊二日の京都散歩なども考

えていますので、その時はよろ

しくお願い致します。 

 今回は、完成間近のスカイツ

リーを眺める散歩になりました。

ＪＲ錦糸町駅に集合し、食事を

済ませ歩き出したら、早速スカ

イツリーが見えて来ました。街

の通りの向こうに見え、家々の

間から顔を出したり、川面に

写った逆さスカイツリーとか、真

下から見上げたり、遠くから眺

めたり、とにかくスカイツリー三

昧でした。（そんなに大したもん

ではないのですが） 

 歩く前からビール、途中で一

休みしながらビール、最後に打

ち上げのすし屋でまたビール。

良く歩き、よく飲んだ一日でし

た。 

 ９・１２・３・６月は第二例会がお

散歩例会になります。ぜひ機会

を見つけて参加してください。 

ＣＳ事業  マイマイ秋キャンプに参加して 
2011.9.17-19 

三木 貴夫 
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１．京都ＹＭＣＡ国際協力キャンペーン 

今年も10月１日～11月末の期間を京都ＹＭＣＡ

国際協力キャンペーンとして国際協力募金を行

います。  例会にて募金袋を配らせていただきま

す。どうか皆様方の暖かな心をお待ちしておりま

す。 

キャンペーン期間  10月１日～11月30日 

国際協力街頭募金協力のお願い 

さて、今年も下記のとおり「国際協力街頭募金」

を実施いたします。つきましては貴クラブにおか

れましても、メンバーの方々への呼びかけ等積

極的にご協力をいただければ幸いです。 

日 時  2011年11月６日（日）   

２．ウインタープログラム受付開始 

今年も最高の冬をＹＭＣＡですごしませんか。  

スキーキャンプ、デイキャンプ、鉄棒・とびばこが

好きになる教室を開きます。お友達をお誘いの

うえ、ぜひご参加ください。 

<スキーキャンプ・デイキャンプ> 

受 付  ◎会員優先  11月４日(金)～８日(火) 

午前10時～午後６時  お電話にて受け付けま

す。※日曜日除く  電話(０７５)２３１－４３８８ 

期間中Ｅメール・ＦＡＸでも受け付けます。 

E－ｍａｉｌ  campmoushikomi＠kyotoymca．or．jp 

FAX  （075）251-0970                  詳しくは   

http：//www.kyotoymca.or.jp  をご覧ください。 

11月９日(水)午前10時から一般の方の受付を開

始します。９日からはお電話のみの受付となりま

す。 

<鉄棒・とびばこが好きなる教室>  

会員優先受付 11月10日（木)   午前１０時より 

会員・一般  11月10日（木）   午後２時より 

お申込み・お問い合わせは  ウエルネスセンター  

三条  ６階  電話（075）255-4709まで 

３.平和の集い ほんとうのことが知りたい 

２回連続シリーズ 放射能のからだと食にあたえ

る影響。 第１回 福島で何がおきているのか、

放射能の健康にあたえる影響 

≪日 時≫ 10月15日（土）午後２時～４時 

≪お話し≫ 三宅 成恒さん（反核京都医師の会

代表世話人） 西山 祐子さん（桃山東合同宿舎

避難者の会「ふれあいの会」代表） 

 小さい子どもを抱えた親の立場から、福島で起

こったことまた起きていることについて福島から

京都に避難してこられた西山さんにお話いただ

き、引き続き放射能が人体に及ぼす影響につい

て特に子どもへの影響について医師の立場か

ら、三宅成恒さんにわかりやすく解説いただき、

参加者との間で質疑応答を行います。 

第２回 食の安全は守られるのか 

≪日 時≫ 10月29日（土）午後２時～３時30分 

≪お話し≫ 佐々木 裕司さん（京都生協 品質

保証部マネージャー）  原発事故のあと、食肉

から魚、茶葉、野菜にお米と次々に放射能の汚

染の可能性が伝えられ私たちの食卓に放射能の

影が忍び寄ってきています。実際のところ私たち

の食品の安全はどう確保されるのか。京都生協

でその事に取り組んでおられる佐々木さんにわ

かりやすくお話いただきます。いずれも会場は京

都ＹＭＣＡです。入場無料 どなたでもご自由に

参加していただけます。問合せは 京都ＹＭＣＡ 

電話(075)231-4388 

主催 京都ＹＭＣＡ 京都ＹＭＣＡ平和の集い実行

委員会 

４.リトリートセンターオータムフェスタ 

 森の中で美味しいお店がお待ちしています。都

会の雑踏を離れて、ご家族やお友達と秋の自然

をお楽しみください。 子どもも大人も楽しめる

ゲームや催しもあります。 

  日時 １１月２３日(水・祝)  

  場所 京都ＹＭＣＡリトリートセンター 電話(０

７７４)２４－３８３８ 

  入場料 チケットをお求めください。大人(中学

生以上)２，０００円・小学生１，０００円・幼児無料  

  チケットのお求め・お問い合わせは 京都ＹＭ

ＣＡ  電話(０７５)２３１－４３８８まで 

５.ボランティアセミナーのご案内 

がん患者さんとそのご家族へ 第57回   苦し

み、悩み、不安を共有しませんか。 

この会は患者さんとそのご家族が抱いている苦

しみや悩みについて、患者さん同士、そのご家族

同士が話し合い、がんとうまく付き合うための情

報交換の場です。 

日時 2011年10月15日(土) 午後７時～９時 

場所 京都ＹＭＣＡ(三条柳馬場) 

参加費  お一人 ３００円(お茶代等) 

お申込は 京都ＹＭＣＡ (075)231-4388 

 

 

 

 

 

「公益財団法人 

   京都ＹＭＣＡ」スタート 
 

 10月3日に、かねてより申請

をしておりました「公益財団法

人」へと移行いたします。 

 これまで皆様にご説明してま

いりました定款、会員制度の

変更が申請通り認可され、更

にはＹＭＣＡの諸事業が公益

事業であることが、あらためて

認められました。登記の後公

示され、税制優遇などもされ、

これまでにもまして皆様をはじ

め広く市民の支援を得やすく

なります。 

 しかし、これまで以上に社会

からの期待が高くなり、責任も

大きくなると考えています。 

 法人組織として会員組織とし

てのみならず、一人ひとりの会

員・ボランティアそしてスタッフ

として、ＹＭＣＡおよびワイズメ

ンズクラブの運動を推進する

ことを通して、社会の課題解

決に向けて歩みを強めるチャ

ンスでありターニングポイント

としたいと思っています。 

 新生「京都ＹＭＣＡ」をどうぞ

よろしくお願いいたします。 

ワイズの中でも、

FACEBOOKがはび

こってきました。毎日ほど友達リクエ

ストメールが届き、誰かなぁと思うと

○○クラブの××ワイズ。友達承認

ボタンをクリックすると、暫くしてメッ

セージが届きます。いまいち理解し

きれていない世界ですが、差しさわ

りの無い部分で、FACEBOOKとお

付き合いをしています。 

締切間際になって催促されて初めて返事をする。前もってわかっている事は、チャッチャと返事したらと

思う。 

１日(土)～２日(日) 

  ＡＩＤＳ文化フォーラム 

  龍谷大学大宮学舎 

５日(水) 第一例会 

  19:00 グランドプリンスホテル 

  京都部部長公式訪問 

９日(日) 京都部メネット部会 

  14:00 京都ロイヤルホテル 

１６日(日) じゃがいも 

   8:00 京都青果市場 

１９日(水) ３クラブ合同例会 

  19:00 グランドプリンスホテル 

２６日(水) 役員会 

  19:30 京都ＹＭＣＡ 

10月 スケジュール 

該当者なし 

承認された議案 

◆京都部部会メネット登録費補助  

1500円 


